














研究する意味がないということをおっしゃったと思いますが︑下田歌子研究が︑現在 学校教育にどのように役立てられているのか︑あるいはその研究によって︑学校教育が抱いている問題をどのように解決していくのかを︑具体的なかたちで教え ただきたい﹂というものがありました︒そう った︑学祖研究を現代にいかに活かしていくか︑という点 まず一点目です︒
それから二点目として︑学内での学祖評価を一元化していくこ




ているからこそ︑崇拝と ってもいいよ な扱い方︑対 方 されているのでしょうけれども︑建学の精神や学祖 事蹟というこ
全体討議
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とと︑学祖の人となりということには︑必ずしも一致しないところももしかしたらあるのではないか いうこともあります︒あるいは︑日本大学︑日本女子大学の例などでは︑複数の協力者によって じめて大学ができているという面があるわけです︒それを︑たとえば日本大学では︑山田顕義 人を学祖・創立者として決めました︑としているわけですが︑そう うことも含めて︑学祖・創立者と う人 ︑建 の精神というも を︑ れだけ重ねて考えられるのか︑という問題があるか 思います︒
また︑研究者によって学祖に対する評価が当然さまざまに違っ













重なっている問題でもありますの ︑先生方にもし最初に何かご意見や︑ある は先ほどのお話 言い残したこ な あれば︑お伺いしたいと思います︒
では︑最初に湯浅先生︑先ほどのご質問︑ ﹁今に役に立たなかっ










けです︒カリキュラムとして組む中でも︑まず 祖について伝えな ればいけない︒疑問を持ったり調べたりというこ もそこから始まるのであって︑そういう改革を行 ました︒し もプログラムを設定しました︒すると︑さらにもっ 下田について研究しなければならな ということから︑プロジェクト研究を起こし︑私一人でやったわけではありませんが︑仲間や教授
会の総意と理事会の認可を得て︑昨年度から研究所が立ち上がったということも︑単に歴史的な研究ではなくて︑下田の目指したことをいかに学生にあるいは内外に社会に伝えていくかということでし ︒
具体的にそれをどのようにしていくかですが︑たとえば下田の




























問題がありまして︑特に本学 場合は学会組織を作ってしまいましたので︑単に円了先生を顕彰するだけでは かない状況になってきています︒やはり学会である以上︑円了先生 客観的にする︑客観的な資料に基づいてその実像を明らかにすると︑これは欠かせないことだと思い す︒そうした時に︑けっして光の部
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の中には︑自分を向上させて国家に尽くすべきだ いう言葉 ありますが︑それを今日の時代においてはやはり︑公正で豊かな地球社会の実現に尽力すべきである︑ うように読み替えることも必要だと思っています︒
資料に﹁東洋大学の名称について﹂と︑ 言葉を掲げ









































ら少し思いついたのですが︑言葉というものが ﹁学祖﹂とい言葉もそうですが︑ある種の磁場を持ってしまう︒ ﹁国体﹂なら﹁国体﹂ ︑ ﹁国の本﹂というものをやはりどこかで意識していないと︑外国のものを右から左に持ってきても じゃあ日本語でそれをどのように受容し運用するのか︑やはりそこにはどこかで日本語という一つの壁があったり で そういう時 どう考えるか︒﹁国体﹂なら﹁国体﹂というようなある種の磁場のもとに︑あるイデオロギーができあがってしまって︑いつのまにかそのイデオ
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ロギーに縛られるというようなことが︑たとえばこの前の戦争の時にはあったんだろう 思います︒山田顕義にしても︑その磁場の中にいる︑あるいはその磁場を作る一端を︑もしかしたら担ったのかもしれません︒今日の発表の中では︑まったくそうでない︑むしろ実証的な検証とか︑神格化した言論というものを前提しないような国のかたちの研究方法を山田が重視した点を強調しまた︒ただし︑ある種の言葉が︑そのような方法すらも飲み込んでしまうような磁場を生み︑その磁場 人々がからめと れるということは確かにある︒そうした言葉
—
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よって︑まあいろいろなことが過去あったと︑そ いう総括や反省もふまえて学内の統一見解があ か という とですが︑統一見解というのは︑私にはまだ十分には理解できておりません︒先ほどの研修でもいろいろな学祖の資料を見 いきますが︑その解釈までには立ち入らない︒学祖と建学の精神をめぐる研修の後半
は︑日大の歴史についての研修でした︒これも国の動きともからんでさまざまありました︒先ほどの ﹁日本大学の目的および使命﹂改正の時に ﹁日本精神﹂とか﹁道統﹂という言葉をどう解釈するかによって起きたこと︑あるいは全共闘の話とどう絡んでいたのか︑ということなども研修の資料に あります︒そのような話が今少しずつ出てきているところです︒ただそれを︑学校として総括するということになると︑当た 障りのない話になってしまう可能性もあります︒
言
葉の変遷にしても大学の歩みにしても︑歴史を立ち止まって
振り返って総括するというのは大事 すが︑その時にあまり無難にまとめあげない︑あ いは一 のイデオロギーや︑ストーリーにまとめたりしすぎない方向 のも必要か 思います︒
学祖の話を学生にするにしても︑こちら側の話を教え込もうと
































究をふまえた顕彰でなければならないの ︑根拠の い顕彰はやはりまずいと思います︒その顕彰する ととなっている研究うものがなければ︑具合が悪いだろうと思っています︒さらに言えば︑研究は検証に基づいて行われるわけで︑そう うものがな
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く︑ 勝手に︑ 成瀬はこういうような人物であった︑ というような ﹁物語﹂を 空想なり幻想なりで作るわけにはいかない︒そういう意味では研究がきちんとなされた上で︑顕彰がなされるべきだと思います︒
ただ日本女子大学においても︑実は︑成瀬仁蔵著作集が一九七




な役割を果たしていると言えます︒したがって︑いわば根拠のい崇拝︑顕彰とも違うだろ と思います︒その意味で︑私は ほど竹村先生がおっしゃられたことで羨ましいと思う は︑学会を作られたということです︒いろいろな問題点も指摘されたり あるいは影の部分を明らかに るような研究もあるかも れな が︑
やはりそれは事実として検証されるべきものであるならば︑しっかり明らかにするべきで︑それは成瀬にとっても同じことだろうと思います︒
先ほど︑同窓組織桜楓会に﹁成瀬仁蔵研究会﹂があると申しま




うんですが︑これを高等教育の中で言うのは非常に珍しい︒私は教育史が専門ですが︑初等教育では ﹁自学自動﹂ 自ら動く教育というのが大事だ︑というのは︑大正時代に﹁新教育 というかたちでよく言われています︒けれど 大 の高等教育の中で ﹁自学自動の教育﹂と成瀬仁蔵は言っている︒それこそ今時は︑ ﹁アクティブ・ラーニング﹂などと言わ ている︑それと同じようものとして理解すること できるのではないか というかたちで今まであまり強調されなかった︑あ いは知 ていたが︑あまりその意味を現代的なところに重点を置 て理解 ていなかった部分を︑きちんと検証・研究にもとづいて︑実際の文献をふまえて語っていくということが必要だと思います︒
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ただ︑学生は︑大学に入ってくると︑ ﹁成瀬先生︑成瀬先生﹂









なり志向なりは︑これはやはり受け継ぐべ ものだろうと思 ます︒そういうことも含めて学祖研究 なされるべきで︑限界を見つけるのはある意味で簡単ですが けれどそれを簡単に読み替えようとす 安直さも不要だと思います︒ 顕彰したり否定たりすべきでは く︑やは 十分吟味して︑本当にそう う言葉を語った彼はいったい何だっ のかということを︑まさに研究すべきなのだ︑そう思います︒
もう一つ︑お話しついでに天皇制の問題についてですが︑成瀬
仁蔵はものすごく明治天皇を尊敬していました︒天皇制 いっても︑彼 アメリカで教育を受 ているので︑ ﹁日本精神﹂ か﹁日本固有の文化﹂だとか︑ ﹁惟神の道﹂とか︑そういうことは言いませんでした︒しかし︑明治天皇のこと 非常に尊敬して た︒
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いますが︑林真理子さんの書いたような側面があり ︒ ﹁平民新聞﹂をそのままスキャンダラスに書いていま 学園 別にそれを隠してはい せんが︑ただそれはまったく証拠のないこ




とをふまえて学生に伝えてい なければなら いと思います︒そういうところも片桐先生のおっしゃられたこと 共通する と思います︒
それから最後に一つだけ︑下田歌子学会はちょっと難し
と思います︒この下田歌子研究所のニューズ㆑ターも うです︒年三回出しているのは︑速報性を重視するからです︒そ から年報は 一 で︑まだ去年のもの一冊のみで が︑ れも内輪の人間だけが書いているわけではありませんで︑かなり広く ろいろな情報や論を集め 場合によっては︑下田につ ての検証も︑我々の思わぬマイナスの見方もあるかもしれない︒拒否す
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の素晴らしい先生がこんな間違いをするはずがないか これは本当はこういうふうなはずだ いうことで︑書き換えてしまう︑と︒そういうこともあるというような話を いました︒
そういうかたちで︑いわば神格化ということなんでしょうが︑






遍的に理解されうるようなものにせざるを得 だろう います︒実は︑ 現在は﹁諸学の基礎は哲学にあり﹂と﹁知徳兼全﹂ ﹁独立自活﹂という言葉を掲げているんですが︑ 少し前は 護国愛理という言葉も非常に重視していました︒これについては︑ ﹁だから右翼だとか︑特定の政治的立場 偏っているだとか︑そういうことではなくて︑片桐先生も言われたように︑もっと深いろ ろな時代の中での意義があることであって︑けっして否定されるべきことではないと私も思っていますけれども いろいろと誤解を招くというよう こ あって︑現在では掲げ ことは避けているという実情はあります︒
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しかしこの﹁護国愛理﹂というのも︑このグローバル化した時
代にこそ︑むしろ自国の文化︑思想︑学問︑芸術︑そうしたものを深く理解して︑そしてそれを人々に伝えていくということも課題になるわけですし またけっして﹁護国﹂だけであるわけではなくて︑ ﹁愛 ﹂という︑あくまでも普遍的︑客観的な真理を探究していくもう一面をも持ち合わせているわけでして︑これはむしろ︑現代のグローバル化 た社会の中で必要なことではな かと思っています︒ですが︑さまざまな判断があっ ︑明示的に掲げる いうことはし おりません︒ ういうふうに︑本学の教育研究活動の一番根本になる立場を明らかにするとい 時には︑ある程度は普遍的にせざるをえないだろうと思います︒
しかし︑円了のさまざまな面をいろいろと研究し明らかにして
いく︑これはもっと自由になされ いことだと思い す︒円了学会を作っていて羨ましいとい ご意見を伺って思ったのでが︑
この学会は現在︑会員の自発的な会費で成り立っているので





















自校教育を含む初年次教育の見直しでした︒ これは︑ こ 頃ちょ
うど全国の﹁自校教育学会﹂というのができた︑まさにそういう時期だったので︑本学は後れては かったと思 ます︒もちろん同志社のようにずっとそれをやって らっしゃる所もあると思いますけれど︑本学 は下田歌子と う創立者がいて︑これ 自校教育には後 ずにやりたいと︒今またこれも見直し 時期で︑先生方には知恵を絞っていただいていま が︑ある は理事会で
建学の理念をもう一度確認されているというように伺っています︒
かつては﹁品格高雅﹂ ﹁自立自営﹂の女子教育と言っていまし















決まっているけれど︑中身はほとんど先生にあずけられている︑という授業が﹁自主創造﹂という授業で︑これが前後期一コマずつあるということで︑面白いなあと思いました︒ただ︑他の学部だとこうはいかないかもしれません︒ いうのも︑マニュアル化されたものをきちっとやりたい先生もいれば︑アクティブ・ラーニングというものの解釈もまちまちで︑教員は何も手を出さず ︑学生が何かをすればいいんだ ︑そう う考えの先生も らっしゃるにちがいないからです︒
ですから︑ ﹁自主創造﹂という看板の授業は︑試行錯誤が続く




















今軽井沢のことが言われましたが︑私の資料の略年譜で︑一九〇六年の広岡浅子の ころに︑軽井沢三泉寮名誉寮監と書いてあります︒三泉寮は広岡浅子の尽力で三井家 別荘を提供したもので︑したがってその仲介役をしてくれた広岡浅子は名誉寮監ということになるわけです︒今でも三泉寮という名前で続いております︒現在は一年生全員が一泊二日で夏休みに︑教養特 講義という授業として軽井沢で行っています︒戦前は︑当時の最高学年生が︑卒業する年に 軽井沢にだいたい二週間から三週間滞在したんですが︑当時は軽井沢に夏に行く
―
特に若い女性が行くとい






軽井沢というのは日本女子大学 と てこういうと ろなんだということを︑きちんと語れる教員 少 くなって る 卒業生の教員は多くない し︑卒業生でない教員はあまりそういうこと
を理解していない︒したがってまずは︑教員たちがそれを理解することが必要なのですが︑それが十分で ない︒自校教育の専門家の先生がいてその人に講義してもらうんじゃ くて︑できればすべて 教員 自校の歴史と伝統について︑創立者について知るということが必要なわけですが︑それはまだ不十分です︒
私が学部長だった頃から︑新たに赴任した先生方に︑四月一日

























































































ためて今日の時代に合ったかたちで活かして く努力をすることが︑私立大学にとっては重要なことだと思います︒これは国立大学にはできないことであるし︑私立大学 からこそできることであるとするならば︑それを活かさない手はないだろう と︒そういう財産を大いに活用して︑特色 ある良い大学教育をやってい
くべきだろうというふうに思っております︒伊藤
―
 
ありがとうございました︒
本日ご登壇いただいた先生方︑長時間ありがとうございました︒
またおつきあいいただきました会場のみなさまにも御礼申し上げます︒本日はまことにありがと ございました︒
